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通告順 
議席９番 今 井 吉 男 

令和元年12月  日 

時 分～  時  分1 

１．沖永良部与論地区広域事務組合の継続に向けた取組みについて 

① 現在、沖永良部与論地区広域事務組合は、与論町の消防負担金割合をめぐり

継続か、解散かの瀬戸際に直面している。継続か解散かの決定時期はいつな

のか。なお、継続に向けた協議を重ねるべきでは。 

② 現在、消防長、総務課長、署長の三役は、和泊町採用職員で占められていま

す。構成３町の負担金の公平性を言うのであれば、三役人事でも公平性を確

保するべきではないか。 

③ 消防職員定数は規約で、知名町１４名、和泊町１４名、与論町１３名となっ

ていますが、近年採用の関係もあり、定数に対するバランスが崩れている。

現状況が続くのであれば、歳出総額の約８０％を占める人件費については、

採用町負担とすべきでは。 

④ 消防職員、特に知名町採用職員が相次ぎ中途退職する原因は、消防署内での

パワハラやいじめがあったのではないか。実態調査をすべきでは。 

 

 

２．放課後児童クラブについて 

① 「知名放課後児童クラブ」の開設から総８ヶ月が経過、定数４０名に対し利

用児童が多く、希望しても利用できない児童がいます。教育の機会均等の観

点から来年度より小学校区単位で開設できないか。 

② 先の９月定例会で、外山議員への執行部答弁で、「小学校に児童クラブとして

使える教室は無い」とのことでした。施設は小学校に隣接する旧幼稚園を活

用することで新たな建設費は不要となるので、来年度から開設できないか。 
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３．道路改良について 

① 各集落の公民館は、台風や災害発生時の避難所となっていますが、田皆コミ

ュニティーセンターは県道からの道路が狭く、その上カーブが急で車両の通

行に支障を来しています。旧公民館を解体して、ふれあい会館から直線で幅

員を広げることはできないか。 

② 瀬利覚字の町営田水団地と学校給食センターの道路は段差があり、車両通行

時に危険な状況です。転落防止用のガードレールの設置はできないか。 

４．鉱業権（採掘権）について 

① 鉱業権設定以前は、道路補修等にコーラル（石灰石）を活用していましたが、

沖永良部島内では、現在、コーラルの採掘は禁止されています。いつから採掘

禁止になったのか。 

② 不法採掘に関して、町民への周知はどのように行っているのか。 

③ コーラルを不法採掘した場合の罰則はあるのか。 
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通告順 
議席８番 中野 賢一 

令和元年12月  日 

時 分～  時  分２ 

１．町政全般について 

  知名町をはじめ地方自治体を取り巻く財政状況は、少子高齢化、人口減少時代

の到来による社会構造の変化を受け、歳入面では生産人口の減少により町税収入

への影響が懸念され、収入の多くを普通交付税に依存している。新庁舎建設につ

いては、国・県からの補助金がないため市町村合併をした自治体などを除いては、

全国どこの自治体も庁舎建設を行う際は、基金や一般財源、新規起債（借金）で

財源確保している状況でありました。しかし、国では熊本地震等による庁舎等の

被害を踏まえ、耐震化が未実施の市町村の庁舎の建て替え事業について、交付税

措置のある起債が新たに財政措置されることになり、対象事業：昭和５６年の新

耐震基準前に建設され、耐震化が未実施の市町村の庁舎の建て替え事業、（財政措

置：地方債の充当率、起債対象経費の９０％以内、交付税措置：起債の７５％を

上限として、この範囲で充当した事業の元利償還金の３０％を基準財政需要額に

算入、（仮に起債対象経費が９億円とした場合の交付税の試算は、９億円×９０％

×７５％×３０％＝約１億８,２２５万円、後年度において普通交付税の基準財政

需要額に算入される。そのことを踏まえ伺います。 

 

 ① 新庁舎の進捗状況について 

 

② 知名町新庁舎建設事業に伴う財政状況等について 

 

③ 自主財源（令和元年・平成３０年度滞納収納状況）等について 

 

④ 県道整備について 

 

⑤ 農道整備（横断側溝）整備について（小田線正名育苗センター付近） 

 

⑥ 農業集落排水事業について 
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通告順 
議席５番  西 文男 

令和元年12月  日 

時 分～  時  分３ 

１．ふるさと納税について 

 ① 当初予算に対し、１１月末現在のふるさと納税額及び達成率は何％ぐらいか。 

   また、ふるさと納税者数は何人ぐらいか。 

 ② ふるさと納税者へのお礼状、返礼品、要望や意見書等のアンケートは行って

いるか。 

③ ふるさと納税の広報活動について、町としてどのような活動を行っているか。 

④ 町の財政は交付税比率が高く、自主財源比率が低いと言われている中におい

て、自主財源比率を引き上げるための施策はどのように考えているか。 

⑤ ふるさと納税についての、今後の取り組みについて町はどのように考えてい

るか。 

 

 

 

 

２．町政全般について 

 ① 知名町への転入者等で、大島郡以外からの車を所有している方々のナンバー

変更について、現在どのようになっているか。 

 ② 車の仮ナンバー利用方法はどうなっているか。 

 ③ 児童生徒の文化やスポーツで、郡大会、県大会、全国大会への出場者への町

の補助はどうなっているか。 

 ④ 農業用ハウス導入事業について 
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通告順 
議席１１番 奥山 直武 

令和元年12月 日 

時  分～  時  分   ４ 

１．福祉全般について 

① 令和元年も残り数日となり令和２年を迎えるにあたり、独居老人の正月三が

日の支援体制はどのように行われているのか。 

② 老人の徘徊（認知症を患った方）時に居場所が分かるＧＰＳ機能が付いた器

具等を助成できないか。また、どのような器具があるのか。 

③ 新庁舎建設にあたり、まちづくり町民会議のメンバーに障がい者団体の代表

者の参加はできないか。 

④ 議会傍聴席に車椅子で傍聴できるように改修はできないか。 

⑤ 町からの納税通知書など諸通知が障がい者に対して、合理的配慮がなされて

ないと伺ったが町として対処はどうするのか。 

⑥ 県、両町で協議をして沖永良部にタータントラック（陸上）の設備はできな

いか。  

 

 

２．害虫駆除について 

現在、島内でみかんの木等が、カミキリムシによる被害が多く見られるが、対

策はされているのか。 

※ 写真添付あり 
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通告順 
議 席 ２ 番  外山 利章 

令和元年12月 日 

時  分～  時  分   ５ 

１．公的年金制度について 

 ① 本町の年金の受給者数と人口に占める割合は。また、年金給付金額の総額は

いくらか。 

② 市町村には、国の法定受託事務および年金事務運営の協力・連携が求められ

ているが、その主な内容は。また、その業務に対応する人員、システムなど

体制は整っているか。 

③ 本町の第一号被保険者（国民年金）の加入数および未加入者数は。また、被

保険者の年代別の納付率は。 

④ 年金保険料の未納に対し、町としてどのような対応が行われているか。 

 

２．食の自足について 

 ① 生産可能な「食」をできるだけ島内で生産し、循環させる『食の自足』に取

り組むことは、域内の経済循環を考える上で特に重要だと考えるが、町とし

て今後どのように取り組んでいくのか。 

② 『食の自足』には生産・流通・販売・消費を結び付ける仕組みづくりと、そ

れをコーディネートする人材が必要となる。内閣府の「地域活性化伝道師」

派遣制度や総務省の「人材派遣事業」などを活用し、地域の「食」をプロデ

ュースする人材を確保・育成する取り組みを進めていくべきだと考えるが、

いかがか。 

③ 国は、学校給食の地域産物の利用割合を３０％以上とする目標を定め推進を

図っている。「知産知消」を掲げる本町においても、その取り組みを推進すべ

きと考えるが目標達成に向け、どのような対策を進めていくのか。 

④ 食の安定的な供給体制が整えば、安心・安全な農水産物の販売、地元の食材

を活かした食メニューの提供、新たな地場産品の開発などを行う拠点施設「食

マルシェ」の整備が可能となる。新庁舎建設に伴う庁舎跡地周辺の活性化の

観点からも整備を進め、賑わいの場の創出に繋げてはどうか。 
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通告順 
議 席 ３ 番 根釜 昭一郎 

令和元年12月 日 

時  分～  時  分   6 

１．新庁舎建設に伴うソフト事業及び住民サービスについて 

  昨年来、新庁舎建設にあたり町民会議や１０月に開催されました、住民説明会

「子や孫に誇れるまちづくり」等で、建築場所の選定や必要経費等、概ねハード

面について様々な議論がなされてきています。そこで、行政改革を含めたソフト

面についていくつか質問いたします。 

① 昨今の住民ニーズの多様化、細分化が進み、関係部署がいくつかの課を跨ぐ

案件も増えてきているであろうと考えます。その場合の情報共有はどのよう

に行われているのか。 

② 庁舎移転に伴い、一本化したシステムの導入を検討しているのか。 

③ 職員の労務改善策の一環としてＲＰＡ導入等を検討しているのか。 

④ ペーパーレスへの取り組みを検討しているのか。 

⑤ 議会へのタブレット導入についてはどう考えているのか。 

⑥ システム構築へ向けて、地域おこし協力隊の活用は検討していないのか。 

⑦ 新庁舎に移転した場合、フロアマネージメントについてはどのように計画し

ているのか。 

⑧ 接遇についての研修は、現在どのように行われているのか。 

⑨ 各種申請書類に必要なもの及び記入例並びにフローチャートをホームページ

に掲載できないのか。 
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